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高山村の緊急事態宣言解除後の高山村の緊急事態宣言解除後の
村施設の対応は村施設の対応は

お互いに向き合うことがないように配慮された、３歳未満児の食事風景。（たかやま保育園）

子どもたちが帰った後、玩具のアルコール消毒をする。
（新設された子育て支援センター）

新型コロナウイルス感染症の対応をして
客待ちをする店員さん。（蕨温泉直売所）

座席を20から10に減らして観る「父の終焉日記」。（一茶館）児童は登校前に検温。学校では間隔を空け、マスク着用。先生方は、
子どもたちが下校後、校内をアルコール消毒。（高山小学校）

体温測定器でお客さんの体温を確認する
受付。（蕨温泉）

ナイロンシートで受付兼事務所が覆われ
ていた。体温測定器有り。（YOU游ランド）

手前から、予診室、診察室１、診察室２、処置室、新しく４部屋に間
仕切りされた。（熱外来は、東入口から処置室へ）（高山診療所）
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山
田
牧
場
観
光
業
の
現
状

コロナウイルスコロナウイルスでで観光観光やや農業農業のの影響は影響は

　

昨
年
度
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
過
ぎ

の
５
月
か
ら
９
月
の
毎
週
末
の
悪
天
候
に

悩
ま
さ
れ
観
光
客
数
は
前
年
度
に
比
べ
６

割
程
度
に
落
ち
込
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
来
て
の
台
風
19
号
の
災
害
に

よ
っ
て
道
の
崩
落
に
水
道
と
電
気
の
断

裂
。
こ
れ
に
よ
っ
て
牧
場
区
は
２
週
間
に

わ
た
る
停
電
、
断
水
、
ま
た
県
道
は
１
月

半
の
通
行
止
め
に
よ
り
、
山
道
の
迂
回
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
ま
で
の
悪

天
候
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
に
加
え
、
更

に
台
風
19
号
に
よ
り
12
月
ま
で
の
牧
場
区

の
観
光
業
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
も
、
経
営
母
体
が
代
わ
っ
て
の

新
し
い
ス
キ
ー
場
の
営
業
努
力
に
よ
り

雪
不
足
に
も
関
わ
ら
ず
１
月
、
２
月
ま
で

は
ス
キ
ー
場
の
来
場
者
数
の
昨
年
対
比

２
０
０
０
名
程
の
増
加
に
伴
い
、
観
光
業

も
少
し
持
ち
返
し
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
３
月
に
入
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

ｰ

19
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
観

光
客
は
激
減
し
、
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
休
館
は
現
在
も
続
い
て
お
り
７

月
末
ま
で
は
通
常
営
業
が
不
可
能
な
状
況

で
す
。

　

例
年
で
す
と
夏
の
時
期
は
年
間
を
通
し

て
一
番
の
書
き
入
れ
時
で
あ
り
、
牧
場
は

避
暑
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
都
会
の
お
客
様
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
年

は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
夏
の
観
光
客

を
全
く
望
め
な
い
状
況
で
す
。

　

金
融
機
関
の
支
払
い
は
ど
う
に
か
待
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
が
、
人
件

費
、
固
定
費
、
税
金
は
変
わ
ら
ず
出
て
行
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

な
ん
と
か
こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
『
未
来
宿
泊
券
』
と
い
う
コ
ロ
ナ

禍
が
過
ぎ
た
将
来
、
私
共
の
宿
で
お
使
い

頂
け
る
３
万
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
２
万

円
で
４
月
限
定
で
募
っ
た
と
こ
ろ
、
沢
山

の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
て
頂
き
、
全

国
の
皆
様
か
ら
沢
山
の
応
援
を
頂
き
ま
し

た
。

　

た
だ
２
、３
ヶ
月
分
の
人
件
費
、
固
定

費
が
賄
わ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
実
際
に
は

将
来
の
1.5
倍
の
売
り
上
げ
を
現
時
点
で

食
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
で
す
の
で
、
非
常

に
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
た
に
金
融
機
関
か
ら
沢
山
の
資
金
を

調
達
致
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
の
状
態

が
続
き
ま
す
と
弊
社
の
体
力
も
持
っ
て
あ

と
半
年
が
限
界
で
す
。
ど
う
か
早
く
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
沢
山
の
お
客
様
に
戻
っ

て
来
て
頂
け
る
の
を
心
よ
り
待
ち
望
ん
で

お
り
ま
す
。

　去る、６月 18 日に山田牧場のレッドウッドインの兼平曜輔氏を訪ね、コロナウイルスの観光に対す
る影響、又現況について忌憚なき思いを文字にしていただきました。ニュースなどで聞いておりまし
たが観光、農業の落ち込み、特に観光関連の宿泊業は私どもの想像を超える厳しい現実がありました。
　村全体の問題として捉えるべきと、あらためて考えさせられました。（柴田弘男）

レッドウッドイン
社長　兼平  曜輔
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コロナウイルス対策にコロナウイルス対策に
十分に対応出来た 予算（補正）執行か？十分に対応出来た 予算（補正）執行か？

６月
定例会

令
和
２
年
度
高
山
村
予
算
の
補
正
５
件

令
和
２
年
度
高
山
村
予
算
の
補
正
５
件

令
和
２
年
第
３
回
６
月
定
例
会
は
６
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
承
認
10
件
同
意
議
案
22
件
合
わ
せ
て
32
件
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議
は
４
件
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
４
名
が
登
壇
し
、
村
政
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

総
額
８
億
１
８
０
５
万
円
を
追
加
す
る
本
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
の
主
な
も
の

①
子
育
て
世
帯
生
活
応
援
給
付
金
事
業

　

０
歳
～
18
歳
ま
で
２
万
円
、
臨
時
特
別
給
付
金
１
万
円
の

給
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
７
７
０
万
円

②
村
内
消
費
拡
大
ク
ー
ポ
ン
事
業

　

１
人
３
０
０
０
円
給
付　

…
…
…
…
…
…
２
１
０
０
万
円

③
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
沿
っ
て
村
内
小
学
校
向

け
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
費
…
…
…
…
…
…
１
５
６
８
万
円

④
１
人
10
万
円
の
国
の
特
別
定
額
給
付
金　

申
請
状
況

　
　

対
象
：
２
４
６
４
世
帯　

６
９
３
１
人

　
　

申
請
：
２
４
０
７
世
帯　

６
８
２
２
人

　
　

６
億
８
２
２
０
万
円
（
98
・
４
％
）（
７
月
10
日
現
在
）

高山小学校３年生授業風景（子育て世帯に生活応援給付金、児童手当金が支給された。）
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コロナウイルス対策にコロナウイルス対策に
十分に対応出来た 予算（補正）執行か？十分に対応出来た 予算（補正）執行か？

条
例
の
一
部
改
正　

５
件

条
例
の
一
部
改
正　

５
件

承
認
承
認
1010
件件

①
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

②
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

③
高
山
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

④
高
山
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

⑤
高
山
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

専
決
処
分
し
た
条
例
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
「
村

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
か
ら
「
令
和
2
年
度
高

山
村
温
泉
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」
ま
で
の
10
件
は
原

案
通
り
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

同
意
案
件
は
農
業
委
員
14
名
な
ど
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
全
世
界
の
経
済
が
未
曾
有

の
社
会
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
も
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
な
か

で
も
飲
食
業
、
宿
泊
業
な
ど
観
光
関
連
の
ダ
メ
ー
ジ
は
は
か
り

し
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
当
村
で
も
50
件
の
事
業
者
か
ら
の
給

付
金
申
請
が
出
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
１
４
９
４
万
円
（
７
月

10
日
申
請
現
在
）
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の

社
会
状
況
は
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

GIGAスクール（タブレットによる授業のようす）

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成
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議会もフィジカルディスタンス（身体的距離）で実施した一般質問風景。

６月定例会 一般質問
６月定例会の一般質問は６月９日開かれ、４名の議員が７の事項について質問を行いました。

頁 質問議員 質問事項 答　　弁

７頁 西條 　正純 新型コロナウイルスの緊急事態宣言中の
避難対策は 新たな施設や、宿泊施設利用も検討

８頁 酒井　 康臣

一般経費中の消耗品費について 過大な在庫品はありません

マイナンバーカードについて 極めて重要な役割を持っています

９頁 涌井 仙一郎

自然災害時の避難所の運営と改修につ
いて

平成 23 年に「高山村避難所運営方針」
を策定しています

遊歩道「舞の道」の閉鎖期間について
11 月下旬から春先までの冬期閉鎖をし
ています

10 頁 湯本 　辰雄

新型コロナウイルス感染症時の防災避
難所について

県避難所マニュアルの収容者数は以前
の半分になります

山田牧場にぎわいの場創出事業について 決定した運営管理者と協力して進めます
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村が保有の体表面温度を測る
サーモグラフィカメラ（検温
器）。避難所に必要な台数の
準備が急がれる。この写真で
は 36.0 度と表示。

避難所ではソーシャルディスタンスを保つために、災害用テントの屋内利
用も計画しているそうです。写真は昨年の総合防災訓練時。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

緊
急
事
態
宣
言
中
の
避
難
対
策
は

答   

新
た
な
施
設
や
、
宿
泊
施
設
利
用
も
検
討

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
第
２
波
な
ど
で
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る
時

の
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
か
。

・
エ
リ
ア
の
細
分
化

・
自
宅
待
機

・
車
や
親
戚
へ
分
散
避
難

西 條  正 純西 條  正 純   議 員議 員

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

避
難
地
区
を
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
特
定
は
難
し
く
、
で
き
る

限
り
避
難
の
対
象
と
な
る
地

域
ご
と
の
発
令
に
努
め
ま
す
。

逃
げ
遅
れ
た
と
き
に
自
宅
２

階
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
早
め
に
指
定
避
難
所

に
避
難
が
最
善
で
す
。
親
戚
や

車
な
ど
の
分
散
避
難
も
有
効

な
手
段
で
す
が
、
健
康
管
理
面

の
注
意
が
必
要
で
す
。

質
問　

３
密
対
策
は
。

・
避
難
所
の
人
数
制
限

・
避
難
所
の
増
設

答
弁　

県
の
基
準
に
沿
い
、

受
入
人
数
を
50
％
程
度
に
制

限
し
、
人
と
人
と
の
間
隔
を

あ
け
て
、
感
染
症
の
拡
大
防

止
に
努
め
ま
す
。
指
定
避
難

所
は
、
学
校
施
設
や
社
会
体

育
施
設
、
地
域
の
公
会
堂
な

ど
15
施
設
あ
り
ま
す
が
、
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
新
た
な
施
設
や
、
村
内

の
宿
泊
施
設
の
利
用
な
ど
も

検
討
し
ま
す
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
防
災
備
品
は
。

・
飛
沫
感
染
防
止
グ
ッ
ズ
等

答
弁　

非
常
時
の
感
染
症
に

対
し
「
マ
ス
ク
」
や
「
防
護

服
」
の
保
管
は
充
分
と
言
え

ず
、
計
画
的
に
補
充
し
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
非
常
食

料
や
緊
急
医
療
品
、
防
寒
具

や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
の
ほ
か
、

毛
布
や
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
も

備
え
て
い
た
だ
き
た
く
、
啓

発
に
努
め
ま
す
。

質
問　

治
療
や
搬
送
の
順
位

答
弁　

避
難
所
の
収
容
力
が

不
足
し
た
場
合
、
健
康
状
態

な
ど
を
考
慮
し
て
、
受
け
入

れ
の
判
断
を
す
る
ト
リ
ア
ー

ジ
を
応
用
し
た
考
え
方
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
災
害
リ
ス

ク
が
高
い
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
方
が
安
全
に
避
難
さ

れ
、
優
先
し
て
避
難
ス
ペ
ー

ス
や
受
入
体
制
を
確
保
す
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

再
質
問　

・
瞬
時
に
体
温
が
測
れ
る
検

温
器
は
必
要
数
を
準
備
し
て

い
る
か
。

・
発
熱
者
は
別
室
か
。
子
ど

も
や
要
介
護
者
の
発
熱
の
時
、

家
族
を
ど
う
す
る
か
。

答
弁　

休
業
施
設
の
再
開
に

当
た
り
検
温
器
を
準
備
し
た

が
、
避
難
所
で
の
必
要
数
は

確
認
し
ま
す
。
隔
離
者
に
つ

い
て
は
ト
リ
ア
ー
ジ
も
含
め

医
療
チ
ー
ム
が
判
断
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

を
決
定
す
る
た
め
に
、
医
療

従
事
者
が
行
う
ト
リ
ア
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
順
位
を

決
め
る
考
え
方
を
、
避
難
所

の
収
容
力
不
足
に
応
用
す
る

「
避
難
所
ト
リ
ア
ー
ジ
」
を
導

入
で
き
な
い
か
。

一 般 質 問一 般 質 問
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
用
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
等

の
行
政
手
続
き
の
み
に
限
定

さ
れ
、「
行
政
事
務
の
効
率
化
」

「
国
民
の
利
便
性
の
向
上
」「
公

平
公
正
な
社
会
の
実
現
」
が
図

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
民
総

背
番
号
制
な
ど
と
し
て
不
評

を
買
い
カ
ー
ド
の
取
得
・
利

用
も
進
ん
で
い
な
い
。

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
率
は
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

全
村
民
の
８
・
１
％
（
非

常
に
低
い
）長
野
県
13
・
４
％
。

質
問　

制
度
を
活
用
し
た
村

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
の

か
。

役場にあるコピー機。この機械は印刷から綴じるところまですべて
行ってくれる最新鋭機だが、原稿を間違えると大きな紙の無駄が発生
してしまう。

一
般
経
費
中
の
消
耗
品
費
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

答   

過
大
な
在
庫
品
は
あ
り
ま
せ
ん

答   

極
め
て
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す

　

消
耗
品
費
の
経

費
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い

て
質
問
い
た
し
ま

す
。

質
問　

消
耗
品
調
達
と
処
理

の
な
が
れ
は
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

　

必
要
最
低
限
の
数
量
を
購

入
し
、
物
品
に
誤
り
が
無
い

か
数
量
や
規
格
な
ど
検
収
し

た
う
え
で
、
債
権
者
に
対
価

を
支
払
う
。

質
問　

決
裁
権
者
は
だ
れ
か
。

答
弁　

50
万
円
以
上
は
村
長
。

30
万
円
か
ら
50
万
円
未
満
は

副
村
長
。
30
万
円
未
満
は
各

課
長
・
室
長
。

質
問　

未
使
用
・
過
大
な
在

庫
品
は
な
い
か
。

答
弁　

過
大
な
在
庫
品
は
な

い
。

質
問　

過
去
に
棚
卸
の
実
績

は
あ
る
の
か
。
無
い
と
す
れ

ば
予
算
計
上
前
に
実
施
し
た

ら
ど
う
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
棚
卸
を
し

た
実
績
は
な
い
。

　

本
村
の
よ
う
に
小
さ
な
自

治
体
で
は
、「
最
小
経
費
で
最

大
効
果
を
あ
げ
る
」
た
め
の

行
財
政
改
革
や
、
職
員
の
意

識
改
革
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

酒 井  康 臣酒 井  康 臣   議 員議 員

答
弁　

今
は
無
い
が
、
住
民

表
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
検

討
す
る
。

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。

答
弁　

所
得
状
況
を
正
確
に

把
握
し
、
税
や
社
会
保
障
負

担
の
不
正
受
給
防
止
や
、
本

当
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
き

め
細
か
な
支
援
が
可
能
と
な

り
、
公
平
で
公
正
な
社
会
実

現
の
た
め
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
。

一 般 質 問一 般 質 問
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て
お
り
、
こ
の
運
営
方
針
は

1
か
所
あ
た
り
50
人
程
度
で
、

避
難
所
開
設
初
期
は
村
職
員

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応

す
る
。
長
期
化
す
る
場
合
は
、

自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
が
中

心
に
な
っ
て
運
営
や
、
生
活

物
資
の
調
達
方
法
、
避
難
所

に
お
け
る
生
活
支
援
及
び
健

康
管
理
な
ど
に
つ
い
て
記
載

し
て
い
ま
す
。

質
問　

安
心
し
て
避
難
生
活

が
で
き
る
様
に
現
施
設
環
境

を
ど
の
よ
う
に
把
握
・
調
査

さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

ト
イ
レ
な
ど
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
は
じ
め
、
暑
さ

や
寒
さ
な
ど
に
対
応
で
き
る

備
品
類
や
テ
レ
ビ
・
携
帯
電

話
な
ど
で
、
情
報
を
取
得
す

る
為
の
設
備
の
整
備
を
計
画

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
地

区
の
公
会
堂
に
つ
い
て
の
環

境
改
修
に
つ
い
て
、
自
治
区

の
施
設
等
整
備
補
助
金
を
活

用
さ
れ
た
い
。

質
問　

新
緑
の
季
節
、
舞
の

道
の
立
ち
入
り
禁
止
看
板
に

は
、
安
全
確
保
の
た
め
歩
道

等
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
閉

鎖
期
間
や
歩
道
の
整
備
状
況

は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

　

昨
年
10
月
に
発
生
し
ま
し

た
台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
、

遊
歩
道
の
一
部
損
壊
や
落
石
、

倒
木
に
よ
る
復
旧
工
事
に
時

間
を
要
し
た
う
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
も
あ
っ
て
、
去
る
6
月
1

日
に
閉
鎖
を
解
除
し
ま
し
た
。

　

観
光
な
ど
で
舞
の
道
を
訪

質
問　

令
和
元
年
東
日
本
台

風
に
よ
り
、
初
め
て
避
難
勧

告
が
発
令
さ
れ
た
が
、
村
内

の
各
避
難
所
の
設
営
や
運
営

等
に
係
る
、
初
期
体
制
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
弁
（
村
民
生
活
課
長
）

　

平
成
23
年
「
高
山
村
避
難

所
運
営
方
針
」
が
策
定
さ
れ

自
然
災
害
時
の
避
難
所
の

運
営
と
改
修
に
つ
い
て

答   

平
成
23
年
に
「
高
山
村
避
難
所
運
営
方
針
」
を

策
定
し
て
い
ま
す

令和元年東日本台風の来襲により土砂災害警戒区域に避難勧
告が発令され、住民の多くが避難した北部トレセン避難所。

れ
る
皆
様
の
安
全
確
保
を
最

優
先
に
、
大
雨
な
ど
の
自
然

災
害
が
発
生
し
た
際
や
災
害

発
生
の
恐
れ
の
あ
る
時
は
、

速
や
か
に
閉
鎖
し
、
安
全
を

確
認
し
た
う
え
で
、
閉
鎖
を

解
除
し
て
い
ま
す
。
こ
の
舞

の
道
は
多
く
の
貴
重
な
植
物

等
が
み
ら
れ
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
事
か
ら
、
今
後
と
も

安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
と

と
も
に
、
自
然
環
境
の
保
全

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

新緑の季節になっても閉鎖中の遊歩道舞の道。

涌 井  仙 一 郎涌 井  仙 一 郎   議 員議 員

遊歩道「舞の道」の
閉鎖期間について

答   11 月下旬から春先までの
冬期閉鎖をしています

一 般 質 問一 般 質 問
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③
飛
沫
感
染
予
防
に
は
一
定

の
面
積
を
隔
離
す
る
必
要
が

る
。
備
品
の
確
保
を
④
換
気

扇
や
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
。

⑤
防
災
計
画
の
見
直
し
は
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

①
で
き
る
限
り
滞
在
時
間

を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
、
山

田
牧
場
に
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
然
保
護
に
配
慮
し
な
が
ら
、

決
定
し
た
運
営
管
理
者
と
協

力
し
て
進
め
る
。
②
人
件
費
、

材
料
費
、
使
用
料
を
負
担
し

て
も
ら
う
。
③
除
雪
作
業
は

相
当
の
労
力
が
必
要
と
思
う
。

質
問　

今
後
も
続

く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
防
災

避
難
所
は
①
３
密
を
避
け
る

た
め
一
人
当
た
り
面
積
は
。

②
地
域
集
会
所
の
利
用
を
。

質
問　

①
建
設
地
は
東
西
南

北
と
も
に
か
な
り
高
低
差
が

あ
り
、
国
立
公
園
内
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
土
砂
の
移
動

や
高
い
擁
壁
は
あ
ま
り
ふ
さ

わ
し
い
も
の
で
は
な
い
。
②

収
支
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
人

は
常
勤
者
と
な
れ
ば
、
売
店

等
の
収
入
は
、
か
な
り
の
収

益
が
必
要
。③
一
晩
で
１
メ
ー

ト
ル
も
の
積
雪
の
除
雪
対
策

は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
時
の

防
災
避
難
所
に
つ
い
て

答   

県
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
収
容
者
数
は

以
前
の
半
分
に
な
り
ま
す

にぎわいの場創出事業を計画している山田牧場。

避難施設の一つである高齢者福祉センター。冷暖房は完備しています。

答
弁
（
総
務
課
長
）

　

①
県
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

指
針
で
み
る
と
、
１
施
設
当

た
り
の
収
容
者
は
こ
れ
ま
で

の
半
分
に
な
り
ま
す
。
②
地

域
集
会
所
も
検
討
し
た
い
。

③
飛
沫
感
染
予
防
に
は
間
仕

切
り
の
ほ
か
、
手
洗
い
や
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
を
図

る
。
④
暖
房
機
器
や
扇
風
機

の
調
達
を
検
討
し
、
換
気
を

行
う
。
⑤
国
、
県
の
防
災
計

画
で
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

湯 本  辰 雄湯 本  辰 雄   議 員議 員

山田牧場のにぎわいの場
創出事業について

答   決定した運営管理者と協力して進めます

一 般 質 問一 般 質 問
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自宅隣のブドウ畑で !!

　

り
ん
ご
１
８
０
ａ
、
ぶ
ど
う

20
ａ
、
ワ
ッ
サ
ー
８
ａ
、
プ
ル
ー

ン
８
ａ
等
経
営
さ
れ
て
い
ま

す
。は

じ
め
ま
し
て
、
静
岡
県
生

ま
れ
の
名
倉
で
す
。
農
業
を

志
す
に
あ
た
り
、
10
年
前
の

夏
「
究
極
の
田
ん
ぼ
」
の
著

者
で
あ
る
岩
沢
信
夫
さ
ん
の

紹
介
で
高
山
村
を
初
め
て
訪

れ
ま
し
た
。
自
然
の
豊
か
さ

に
圧
倒
さ
れ
、
是
非
と
も
こ

の
よ
う
な
場
所
で
農
業
が
し

た
い
と
思
い
決
意
し
ま
し

た
。

当
初
、
移
住
物
件
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
事
が
、
本
当
に

大
変
で
し
た
。
暫
く
は
、
小

布
施
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
知
り
合
っ
た
村
の
皆
さ

ん
が
と
て
も
親
切
で
、
物
件

探
し
か
ら
農
家
と
し
て
独
立

す
る
ま
で
、
助
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

美
し
い
景
色
、
星
空
、
お
い

し
い
果
物
、
温
泉
、
そ
し
て

祭
り
、
豊
か
な
自
然
に
憧
れ

て
農
家
に
な
っ
た
私
に
は
最

高
の
環
境
で
し
た
。

覚
悟
を
決
め
、
一
歩
踏
み
出

せ
ば
結
果
は
つ
い
て
き
ま

す
。
大
勢
の
先
輩
た
ち
が
い

ま
す
。
高
山
村
を
自
身
の
目

で
見
て
、
生
の
声
を
聴
い
て

く
だ
さ
い
。

村
に
移
住
定
住
し
、
人
と
の

繋
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
年
齢
や
職
業
に
関
係
な

く
様
々
な
人
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
場
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
よ
う
な
も
の
を
考

え
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

１

高山村に移住されたきっかけは

移住にあたって苦労された事、良かった事

高山村に住んでみての感想は

これから、移住定住を希望される方へのアドバイスを

村への要望が有りましたら

１

２

３

４

５

２

３４５

１．名倉  健治 さん

たかやまたかやまにに移住定住移住定住をされたをされた
皆さんに聴きました皆さんに聴きました
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元
村
議
会
議
長
の
藤
沢
勝
義
氏
が
、

５
月
３
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

９
年
か
ら
３
期
12
年
議
員
を
務
め
ら

れ
、
平
成
17
年
に
は
、
議
員
定
数
の
削

減
（
16
名
を
12
名
に
削
減
）
を
す
る
な

ど
議
会
改
革
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
は
目
に
見
え
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
、
毎
日

お
び
え
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

学
校
に
行
け
な
い
、
村
の
施
設
は
閉

鎖
、
旅
行
も
行
け
な
い
、
買
い
物
に
も

マ
ス
ク
・
手
洗
い
と
制
限
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
６
月
19
日
に
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
、
県
を
ま
た
い
だ
行
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
の
施
設
も
５
月
25
日
以
降

順
次
解
除
さ
れ
、
小
中
学
校
も
５
月
27

日
か
ら
制
限
は
あ
り
ま
す
が
再
開
で

き
ま
し
た
。

　

早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
普
段
の
生

活
が
で
き
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
柴
田
弘
男
）

「かめはら cafe ちな農園」で !!
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り
ん
ご
40
ａ
、
ぶ
ど
う
20
ａ
、

プ
ル
ー
ン
16
ａ
、
加
工
施
設

等
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
様

の
ち
な
さ
ん
は
、
お
仲
間
と
フ

リ
ー
ペ
イ
パ
ー
「
折
々
」
を
発

刊
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

元
々
、
生
ま
れ
は
横
須
賀
な

ん
で
す
け
ど
、
一
時
期
須
坂

に
住
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
。

そ
の
時
、
住
ん
で
た
借
家
の

大
家
さ
ん
が
「
高
山
に
空
き

家
あ
る
ん
だ
け
ど
行
っ
ち
ゃ

え
ば
」
そ
れ
が
、
き
っ
か
け

で
す
。

　今回は、名倉健治さん、増田英人さんに取材をさせて頂きました。お二人は、それぞれ桝形、牧
地区で古民家を取得され、地域に溶け込んで、仕事と子育てに励んでいらっしゃいます。
　ついに、村の人口が 7000 人を切りました。今後、村の人口を維持するため、更なる移住し易い
環境整備に努めていかなければと考えます。一回目は、特徴のある経営をされているお二人を紹介
させていただきました。次号からも移住定住をされた皆さんを紹介させていただき、議会報を通し
て、応援していきたいと思っていますのでよろしくお願い致します。（西原）

２．増田  英人 さん

苦
労
し
た
こ
と
…
…
い
や
特

に
、
良
か
っ
た
こ
と
…
…
あ

あ
っ
…
で
も
人
で
す
ね
。
高

山
村
に
来
て
出
会
っ
た
人
達

は
、
高
山
に
来
な
か
っ
た
ら

出
会
え
な
か
っ
た
人
達
で
す

か
ら
、「
出
会
い
が
す
べ
て
」

で
す
よ
。
か
っ
こ
よ
す
ぎ
か

な
！

住
ん
で
み
て
…
…
冬
、
寒
い

で
す
ね
。
い
や
、
本
当
に
寒

い
で
す
よ
、
住
ん
で
る
と
こ

ろ
が
、
村
の
中
で
も
上
の

方
っ
て
い
う
の
も
あ
る
ん
だ

け
ど
、
横
須
賀
の
浜
風
で

育
っ
た
人
間
に
は
き
つ
い
で

す
よ
。

ア
ド
バ
イ
ス
で
す
か
？
…
…

自
分
は
高
山
村
に
来
て
本
当

に
、
良
か
っ
た
っ
て
思
っ
て

ま
す
か
ら
、「
本
当
に
い
い

と
こ
ろ
だ
か
ら
君
達
も
高
山

村
に
来
ち
ゃ
い
な
よ
‼
」
で

す
か
。

住
民
の
意
見
（
特
に
少
数
意

見
）
を
も
っ
と
吸
い
上
げ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
村
に
な
っ

て
ほ
し
い
な
。
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